
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

  平和神経“平和メッセージⅢ” 
天宙平和統一王国創建の真なる主人より 

 

【実在する霊界】 
皆様、人間には、体の上位に心があり、心の上位には霊人体

があり、その霊人体が入っていって暮らす霊界の上位には、神
様がいらっしゃいます。そして、人間は、真の愛を通して神様と
完全に一つになるとき、完全な人になるのです。このような観
点から、完全な人とは、たとえ小さな個体の姿であったとして
も、全体歴史を代表した存在であり、また、未来のすべての因
縁を代表した存在なので、天宙的な価値を備えているのです。  
 私たちが本当にこのような天宙的な価値を知れば、生きて
いくにおいて、心を先に立てて、従っていく人生を生きていく
べきだということが明確になるでしょう。それで皆様の良心
は、皆様のすべての言行はもちろん、考えまでも記憶し、知って
いるのです。師よりも先に知り、父母よりも先に知り、神様よりも
先に知るのです。したがって、永遠の師である良心の命令に絶
対服従して生きさえすれば、皆様の永生は絶対に保障されるの
です。神様の創造がそのようになっています。 
また、ほかの角度から人間の構造をよく見てみると、神様は、

人間を二重構造で創造されたことが分かります。有形世界の
現象世界の縮小体として肉身を創造され、無形世界の代表で
あり、主人として立てるために霊人体を創造されました。 
したがって、人間は、地上界で 100 年くらい生きて肉身の機能
が終われば、自然に、そして自動的に無形世界の霊界に入って
いくようになっているのです。このように霊界は、肉身を土台
として生きている私たちの目では見ることができないだけで
あって、地上生活の自動的で必然的な延長なのです。 
神様が創造してくださった、人間の永遠の本郷です。 
霊界は、このように厳然として存在します。妄想の世界でも

なく、想像の世界でもありません。これは、人間の選択権の外
にあるのです。良いからといって行き、嫌だからといって行かな
くてもよい、そのような世界ではありません。神様が永遠不変
の方であられるように、御自身が創造された霊界も永遠不変
なのです。 
 私たちが地上界で、肉身をもって現象世界と様々な関係を
結んで暮らすのと同じように、霊界でも人間は、霊人体をもっ
て霊界のすべての現象と密接な関係を維持して生きていかな
ければならない宿命的路程にあるのです。 

 

【霊人体と肉身の関係】 
ところで、人間の霊人体と肉身の関係について見てみると

き、より重要なのは、肉身ではなく霊人体です。肉身は 100 年く
らい生きて死にますが、霊人体は、時間と空間を超越して永生
します。いくら地上界で良い服を着て、良い物を食べ、裕福に暮
らす人も、結局、死ぬのです。したがって、皆様の人生は、霊的
な基準と肉的な基準をよく調和させ、霊肉が一つになった完
成実体を成して暮らしてから逝かなければなりません。現象世
界であり有限世界である地上界の人生で、肉身を土台として
霊人体を完成させるべき責任があるということです。だからと
いって、霊人体の完成が自動的にやって来るのではありませ
ん。 

必ず真の愛の実践を通して、体と心が完全一体となった人生
の土台の上で、初めて完熟した霊人体が結果として実ってい
くのです。 
皆様、秋になって、倉庫に入っていくよく熟した果物になる

ためには、春と夏という過程を経ながら、自然界が提供して
くれる栄養素と主人の細やかな世話が絶対に必要です。無精
で見識のない主人に出遭った果樹園の果物は、あらゆる疾病
と悪天候に悩まされ、熟すこともできないまま落果したり、虫
に食われた果物として分類されたりしてしまうでしょう。果物
は果物ですが、すべて同じ果物ではありません。市場に出し
て売れる完成品にはなれないのです。  
 木の上で完熟した果物は、自動的に主人の倉庫に入ってい
きます。同じように、人間の霊人体は、木と同じ立場にある地
上界の人生で完成してこそ、自動的に無形世界である霊界の
天国に入っていくのです。言い換えれば、人間は、肉身をもっ
て暮らす地上界の人生で、完熟した人生、すなわち、この地に
天国を成し、楽しく暮らしてから逝ってこそ、自動的に天上天
国に入城するようになるのです。 
地上界で暮らす間、皆様の一挙手一投足は、このような天

の公法を基準として、一つ残らず皆様の霊人体に記録されま
す。したがって、霊界に入っていく皆様の姿は、肉界での人生
を 100パーセント収録した霊人体の姿です。よく熟した善の人
生だったのか、虫に食われ腐った悪の人生だったのかは、皆
様の霊人体に赤裸々に現れるのです。神様が皆様の審判主
ではなく、皆様自らが自分の審判官になるということです。
このような途方もなく恐ろしい天理を知れば、どうしてあえ
て地上界の人生を、あらゆるサタンの誘惑に陥り、利己的で、
快楽ばかりを追い求める背徳の人生で終えることができる
でしょうか。皆様の霊人体に傷を負わせ、傷跡をつけること
は、命を懸けて慎まなければなりません。天国行きと地獄行き
が、きょうこの時間、皆様の考えと言行で決定されるという事
実を、はっきりと肝に銘じてくださることを願います。 
だからといって、霊人体自体が真の愛の人生を主導し、実

践できるのではありません。皆様の霊人体は、必ず体と心の
円滑な授受作用によって展開する肉身の人生を土台とした、
真の愛の人生を通してこそ成長し、完熟し、完成するのです。
ところが、皆様の中では、外なる人と内なる人が絶えず葛藤
し、争っていることを否定し得ないでしょう。あとどのくらいこ
の争いを継続されますか。10 年ですか。100 年ですか。宇宙の
すべての存在には、厳然とした秩序があります。神様は、私た
ち人間を、そのように不完全な状態で創造されたのではない
というのです。外なる人である肉身の誘惑を果敢に振り切っ
てしまい、内なる人である良心の道に従って人生の勝利を達
成することが、人間である皆様の義務であり、責任だという
ことを知らなければなりません。このような人生を生きる人
には、天運も共にあり、霊人体の完成も見ることができるので
す。 
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